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今月の主な内容

3

今月の表紙
　２月５日、ジョイセフ視察団が本町を訪れ、
母子保健活動を視察されました。（コアラ教室
/ 子育て支援センター〔野上第一保育所内〕）

【２面に関連記事】
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海
外
か
ら
『
妊
産
婦
の
健
康
改
善

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
視
察
団　

来
町
‼

母
子
保
健
活
動
を
視
察

ア
ル
メ
ニ
ア
・
ナ
ミ
ビ
ア
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
８
か
国
13
人
の

母
子
保
健
関
係
者
が
２
月
５
日
本

町
を
訪
れ
、
母
子
保
健
の
活
動
を

学
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
公
益
財
団
法
人
ジ
ョ

イ
セ
フ
が
、
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
委
託

に
よ
り
、
開
発
途
上
国
の
母
子
保

健
関
係
者
が
日
本
の
母
子
保
健
分

野
の
経
験
を
学
ぶ
こ
と
で
、
妊
産

婦
の
健
康
改
善
を
め
ざ
す
研
修
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

午
前
９
時
、
研
修
員
の
皆
さ
ん

が
役
場
本
庁
へ
町
長
を
表
敬
訪

問
。
寺
本
町
長
か
ら
の
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
や
研
修

員
の
自
己
紹
介
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
子

育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
第
１
保
育

所
内
）
で
１
才
６
か
月
か
ら
保
育

所
入
所
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
と
し
た
コ
ア
ラ
教
室

を
見
学
し
ま
し
た
。
海
南
高
校
大

成
校
舎
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
母
子
保
健

推
進
員
の
指
導
に
よ
る
こ
ま
作
り

な
ど
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
野
上
中
学
校
で
吹
奏

楽
演
奏
の
歓
迎
を
受
け
た
後
、
１

年
生
の
「
思
春
期
保
健
」
の
授
業

を
見
学
し
ま
し
た
。

次
に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

保
健
福
祉
課
の
保
健
師
か
ら
「
紀

美
野
町
母
子
保
健
事
業
に
つ
い

て
」、
紀
美
野
町
母
子
保
健
推
進

員
の
桑
添
育
子
会
長
か
ら
「
母
子

保
健
推
進
員
活
動
に
つ
い
て
」
の

説
明
が
あ
り
、研
修
員
か
ら
は「
お

母
さ
ん
も
教
室
な
ど
に
参
加
し
て

も
ら
う
工
夫
は
？
」「
母
子
保
健

推
進
員
の
活
動
時
間
や
熱
心
に
活

動
す
る
原
動
力
は
？
」
な
ど
活
発

な
質
問
や
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
保
健
省

妊
婦
保
健
課
長
の
ナ
ン
ダ
・
ア
グ

ス
・
プ
ラ
セ
テ
ィ
ヤ
医
師
か
ら「
大

変
な
歓
迎
を
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
お

礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。おもちゃの紹介（牛乳パックシアター）

吹奏楽演奏の歓迎を受けた後、坂本 九さんの「上を向いて歩こ
う」を日本語で歌う研修員

行政説明を聞く研修員（総合福祉センター）

思春期保健授業／野上中学校

園児から大歓迎（野上第一保育所）

寺本町長を表敬訪問する研修員
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「
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
新
し
い
感
染
症
」

に
つ
い
て

新
聞
等
で
ご
存
じ
の
と
お
り
、

今
般
マ
ダ
ニ
（
食
品
や
家
庭
内
に

発
生
す
る
ダ
ニ
と
異
な
り
、
森
林

や
草
地
等
に
生
息
す
る
、
硬
い
外

皮
に
覆
わ
れ
た
比
較
的
大
型
の
ダ

ニ
）
が
媒
介
す
る
新
し
い
感
染
症

「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
に
よ
る
死
亡
事
例

が
国
内
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
病
気
の
主
な
症
状
は
、
発

熱
と
下
痢
・
嘔
吐
な
ど
の
消
化
器

症
状
な
ど
で
、
重
症
化
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
マ
ダ
ニ
の
活
動
が
盛
ん
に
な

る
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
マ
ダ
ニ

が
生
息
す
る
場
所
に
入
る
こ
と
は

で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

草
む
ら
や
藪
な
ど
マ
ダ
ニ
が
多

く
生
息
す
る
場
所
に
入
る
場
合

は
、
長
そ
で
、
長
ズ
ボ
ン
、
足
を

完
全
に
覆
う
靴
を
は
き
、
肌
の
露

出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。も

し
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら
、

無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、
で

き
る
だ
け
医
療
機
関
で
処
置
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
咬

ま
れ
た
後
に
、
発
熱
等
の
症
状
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
及
び
国

立
感
染
症
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
海
南
保
健

所
（
℡
４
８
２
‐
０
６
０
０
）
に

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　南海トラフ巨大地震が発生すれ
ば、県内で最大震度 7 の揺れと最
大 20 ｍの津波が襲来すると想定
されています。
　また、今後 30 年以内に大地
震が起こる確率は、東南海地震が
70 ～ 80％、南海地震が 60％程度とも想定されています。

日頃の備え
□家具類の配置を点検し、壁や柱などに固定する。
□家具の上に重い物は置かない。
□ガラス製品（窓・家具）には、飛散防止フィルムを貼る。
□避難場所は事前に決めておき、実際に安全に避難できる

かを確かめる。
□「家族防災会議」などで、災害時に落ち合う場所や連絡

方法を決めておく。

防災意識の高揚

消
火
栓
か
ら
の
放
水
訓
練
（
写
真
上
）
と

起
震
車
体
験
（
写
真
右
）
を
す
る
参
加
者

大地震の発生に備えて
～地震は必ず起こります !! ～

１
月
26
日
（
土
）、
国
吉
地
区

自
主
防
災
組
織（
東
岡
秀
悟
会
長
）

の
防
災
訓
練
が
慶
風
高
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
住
民
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
起
震
車
体
験
を
は
じ

め
、
消
火
器
使
用
訓
練
、
地
元
消

防
団
の
方
々
の
指
導
の
も
と
消
火

栓
使
用
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
災
害
に
対
す
る
心
構
え
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

※
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
申
込

は
、
役
場
総
務
課
特
別
対
策
室

（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
２
）
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

防
災
訓
練
行
わ
れ
る

国
吉
地
区
自
主
防
災
組
織

□非常食、飲料水、懐中電灯、下着類、救急薬品、ラジオ、
貴重品などをリュックサックなどに入れて、玄関などに
置いておく。

地震が起こったら
□「グラッ」ときたら、屋内では

机やテーブルの下などに隠れ、
屋外ではブロック塀や看板等か
ら離れる。

□火の始末をする。
□テレビ・ラジオなどから正しい情報を入手して行動する。
□津波・がけ崩れの危険地域から直ぐ避難し、安全が確認

されるまで戻らない。

津波からの避難の心得
●地震が起きれば「津波てんでんこ」にならい迷わず逃げる。
 「てんでんこ」とは、家族にも構わず各自で高台に逃げる

ことです。
●津波避難三原則の実践
　「想定にとらわれるな」・「最善を尽くせ」・「率先避難者たれ」
●津波は繰り返し襲ってくるので、警報・注意報が解除さ

れるまで沿岸部には戻らない。
海南警察署　４８２－０１１０
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　昨年の 10 月から国保野上厚
生総合病院内科で勤務させて頂
いております、曲里浩人と申し
ます。どうぞよろしくお願い申
し上げます。
　平成７年和歌山県立医科大学
を卒業後、医大第二内科に入局、これまで消化器
内科を中心に内科診療に携わってまいりました。
　紀美野町には私の親戚の家があるため、小さい
ころよく遊びに来ていたので、私にとってはとて
も親近感のある土地であり、この地域で働くこと
が出来てとてもうれしく思っております。
　これからは、地域の方々の医療に貢献できるよ
う頑張っていきたいと思っておりますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

国保野上厚生総合病院だより
（医師紹介③）

内科医長　曲
ま が り

里　浩
ひろ

人
ひと

　YouTube で 50 万人が観た人気動画を、劇場公開版として紀美野町文化センターで上映します。また、関口
祐加監督にはアルツハイマー病の母との暮らしや介護について語っていただきます。
　定員 300 名、参加費は無料ですが整理券が必要です。

作品紹介　ひろこさんは認知症。娘のカメラを通した日々の暮らしは、愛しくてチャーミング。でも・・・ちょっ
と「お～っと！」な親子関係が紡がれていきます。関口祐加監督が自らカメラを回し、2 年半に亘っ
て記録したアルツハイマーの母との暮らしの動画です。せきぐち家の『毎アル』な日々をお楽しみく
ださい。

■日　　　　　　時　平成 25 年 3 月 30 日 ( 土 )　13：30 ～ 16：00（開場 13：00）
■会　　　　　　場　紀美野町文化センター
■整理券配布開始日　３月１日 ( 金 ) ～
　　　　　　　　　　（配布は各施設開館時間中）
■整 理 券 配 布 場 所　総合福祉センター / 役場本庁 / 文化センター /
　　　　　　　　　　美里支所 / 小川 ･ 志賀野 ･ 真国 ･ 国吉 ･
　　　　　　　　　　長谷毛原出張所
■問 い 合 わ せ　保健福祉課　℡ 489 － 9960

映画上映＆監督による講演会開催！！

　わらじ医者で有名な早川
一光氏をお招きし、『老い
支度　介護する人・される
人―認知症になってもだい
じょうぶ―』と題した講演
会を開催します。入場無料、
申し込み不要ですが、定員
200 名で先着順とします。
この講演会は、地域サロン
交流会を兼ねて開催するも
のですが、どなたでもご参加いただけます。

■日　　　程　平成 25 年 3 月 12 日（火）
　　　　　　　13：30 ～ 15：00（予定）
■場　　　所　紀美野町総合福祉センター
■問い合わせ　保健福祉課　℡ 489 － 9960

紀美野町にわらじ医者
早川一光先生がやってくる

定
期
の
予
防
接
種
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
左
記
の

お
子
様
は
、
平
成
25
年
１

月
30
日
よ
り
、
予
防
接
種

を
定
期
接
種
と
し
て
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

心
当
た
り
の
方
は
保
健
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
四
種
混
合
は

15
歳
ま
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は

４
歳
ま
で
の
接
種
期
限

が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
：

厚
生
労
働
省
で
定
め
る

疾
病
（
免
疫
機
能
の
支
障

が
あ
る
、
ま
た
は
免
疫
機

能
の
抑
制
の
治
療
が
必
要

な
疾
病
等
）
で
定
期
予
防

接
種
の
対
象
者
で
あ
っ
た

間
に
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
方
。

期　

間
：

受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
事
情
が
な
く
な
っ
た
日

か
ら
起
算
し
て
、
２
年
を

経
過
す
る
ま
で
の
間
。

長
期
療
養
の
病
気

で
定
期
の
予
防
接

種
の
機
会
を
逃
し

た
お
子
様
へ

©2012 NY GALS FILMS

イラスト○三田玲子C
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「
文
化
財
防
火
デ
ー
（
１
月
26

日
）」
を
前
に
24
日
、
本
殿
な
ど

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
十
三
神
社
（
野
中
）
と
野

上
八
幡
宮
（
小
畑
）
で
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
宮
司
さ
ん
を
は
じ

め
消
防
署
員
、
地
元
消
防
団
員
ら

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

『
文
化
財
防
火
デ
ー
』

　

防
火
訓
練
を
実
施
!!

町
内
の
２
神
社
で

放水訓練　写真上：野上八幡宮
　　　　　　　右：十三神社

が
参
加
。
境
内
か
ら
出
火
し
た
と

い
う
想
定
で
始
ま
り
、
発
煙
筒
が

た
か
れ
火
災
警
報
機
が
鳴
る
と
、

宮
司
さ
ん
が
消
火
器
を
使
っ
て
初

期
消
火
に
当
た
る
と
と
も
に
、
消

防
署
へ
の
通
報
、
最
後
に
境
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
放
水
銃
か
ら
の

放
水
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
野

上
八
幡
宮
で
は
通
報
で
駆
け
つ
け

た
消
防
署
員
が
タ
ン
ク
付
消
防
車

か
ら
の
放
水
も
行
わ
れ
、
関
係
者

が
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

き
み
の
定
住
を

　

支
援
す
る
会
だ
よ
り

１
月
25
日
か
ら
４
日
間
、
三
尾

川
の
広
田
橋
そ
ば
の
小
高
い
丘
に

建
つ
「
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
ハ
ウ
ス

Ａ
Ｒ
Ｕ
」
で
「
ひ
ょ
う
た
ん
ラ
ン

プcosm
os

」
展
が
開
か
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、
橋
本
市
在
住
の
山
口

暁
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
催

し
た
も
の
で
、
洋
子
さ
ん
が
５
年

前
か
ら
制
作
し
て
い
る
ひ
ょ
う
た

ん
に
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
、
内
部

に
灯
り
を
と
も
す
と
い
う
“
ひ
ょ

「
ひ
ょ
う
た
ん
ラ
ン
プ

cosm
os

」
展　

開
か
れ
る
!!

三
尾
川
地
区

う
た
ん
ラ
ン
プ
”
大
小
合
わ
せ
て

26
点
を
展
示
。
展
示
場
所
の
建
物

は
藁わ

ら

と
土
な
ど
で
造
る
「
ス
ト

ロ
ー
ベ
イ
ル
ハ
ウ
ス
」
な
ど
３
軒

で
、
暁
さ
ん
が
友
人
な
ど
と
約
１

年
を
か
け
建
て
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
暗
闇
の
中

で
光
輝
く
“
ひ
ょ
う
た
ん
ラ
ン

プ
”
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

反射年齢を計るお年寄り

ストローベイルハウス ARU

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
交
通
安

全
教
室
が
２
月
13
日
、
小
畑
集
会

所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

県
警
の
ひ
ま
わ
り
隊
か
ら
、
高

齢
者
の
死
亡
事
故
で
一
番
多
い
道

路
横
断
中
の
事
故
に
つ
い
て
、
パ

ネ
ル
を
使
っ
た
説
明
と
ビ
デ
オ
上

映
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
小
畑
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
40
人
は
、

交
通
安
全
に
つ
い
て
再
認
識
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
反
射
測
定
器
で
反

射
年
齢
を
計
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
会
員
ら
は
実
年
齢
と
の
差
を

比
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

１
月
か
ら
４
回
、
美
里
支
所
に

て
、『
ほ
ん
ま
も
ん
交
流
会 

農
村

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
田
舎
暮
ら
し
を
す
る

う
え
で
重
要
な
こ
と
の
ひ
と
つ
で

あ
る
『
仕
事
』
に
焦
点
を
あ
て
、

移
住
・
定
住
の
参
考
に
企
画
し
た

も
の
で
す
。
各
回
、
紀
美
野
町
の

様
々
な
職
業
の
方
を
講
師
に
お
招

き
し
、
仕
事
に
関
す
る
考
え
を

語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、『
熱
い
情
熱

を
持
っ
て
起
業
・
移
住
を
考
え
て

い
る
の
が
分
か
っ
て
有
意
義
な
時

間
だ
っ
た
。』『
在
住
者
だ
が
、
移

住
さ
れ
た
方
々
に
紀
美
野
町
を
再

発
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。』
な
ど

の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
開
か
れ
る
!!

小
畑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ



2013.3 �

保健センターだより
平成 24 年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ

健康相談のお知らせ（3 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）　　 ℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17：15 以降）　 ℡ 489 － 2430

〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

フッ素塗布・歯科健診のお知らせ
■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　6 日、13 日、27 日
■時　間：午前９時～ 11 時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
お問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

日時：平成 25 年３月１６日（土）
　　　受付　午後 2 時～午後 3 時 30 分
場所：総合福祉センター　２階
※フッ素塗布の対象（対象の方には個別通知いたします）
・平成 20 年 4 月 2 日から平成 23 年 3 月 31 日生まれ

の子ども
・平成 19 年 4 月 2 日から平成 20 年 4 月 1 日生まれの

フッ素洗口を行っていない子ども
・平成 12 年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日生まれで

町外に通園・通学している子ども
フッ素には歯の質を強くする効果があります。
※歯科健診は、町民の方ならどなたでも
　受けていただけます。皆さんぜひお越
　しください。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
　○野上第一保育所：3 月 11 日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第二保育所：3 月 5 日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：3 月 6 日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：3 月 13 日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第一保育所
　○コアラ　　　　3 月 5 日（火）9：30 ～ 11：30　子育て支援センター（お散歩）
　○カンガルー　　3 月 12 日（火）9：30 ～ 11：00　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　 月～金曜日（土・日・祝は休み）　（10：00 ～ 12：00・13：00 ～ 16：00）
　　　　　　　　　　　 3 月 4 日（月）・18 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 3 月 18 日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 毎月　第 2、4 週の木曜日（9：30 ～ 11：30）
　　　　　　　　　　　 3 月 14 日（木）は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

3 月 11 日（月）　　９：３０～１０：３０
3 月 25 日（月）　　９：３０～１０：３０

エイズ検査 エイズ検査の結果は、次回のクリニック時に本人に口頭
によりお知らせします。

3 月 11 日（月）　　９：３０～１０：３０
3 月 25 日（月）　　９：３０～１０：３０

検便 3 月 11 日（月）　　９：３０～１０：３０
3 月 25 日（月）　　９：３０～１０：３０

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族
※精神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

3 月 13 日（水）　　９：００～
3 月 27 日（水）　１３：３０～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

3 月 11 日（月）　１０：３０～１１：３０
3 月 25 日（月）　１０：３０～１１：３０
※　予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝祭日除く）
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まず両腕を下げた
まま、左右の乳房
や乳首の形をおぼ
えておきます。

両腕をあげて正面、側面、斜めを
鏡に映し、次のことを調べます。

A. 乳房のどこか
に、 く ぼ み や
ひきつれたと
ころはないか

B. 乳首がへこん
だ り、 湿 疹 の
ような、ただれができていないか

あおむけに寝
て、右の乳房

を調べるときは右
肩の下に座布団か
薄い枕を敷き、乳
房が垂れず胸の上
に平均に広がるよ
うにします。

乳房の内側
半 分 を 調

べるには、右腕
を頭の後方に上
げ、左手の指の
腹で、軽く圧迫
して、まんべん
なく触れてみま
す。

外側半分を調
べ る に は、 右

腕を自然の位置に
下げ、やはり左手
の指の腹で同じよ
うにまんべんなく
触れてみます。最
後にわきの下に手を入れて、シコリが
あるか触れてみます。

乳房を指先につまむようにして調べる
と、異常がなくてもシコリのように感
じますから、必ず指の腹で探ってくだ
さい。

右 の 乳 房 を 調
べたら、左の乳
房 を 同 じ 要 領
で調べます。

左右の乳首を軽くつ
まみ、お乳をしぼり出
すようにして、血液
のような異常な液が
出ないかを調べます。

毎月自己検診を
しているうちに

自分の乳房の普通の
状態がわかり、異常
を早く見つけられる
ようになります。少
しでも異常があった
ら、ためらわず専門
医の診察を受けましょう。

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申込先】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者など
からのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方 3 月５日（火）

美里支所
　9 時 30 分～正午
総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

3 月 27 日（水）

美里支所
　9 時 30 分～正午
総合福祉センター
　13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

乳がんは女性に多いがんで、40 ～ 60 歳代をピークに発症や死亡が増加しています。
乳がんは早く見つかれば見つかるほど治りやすくなっています。
40 歳になったら検診を欠かさずに受け、自分の胸の健康に気を配りましょう。

乳がんのセルフチェックにチャレンジ！ 
出典：「もっと知りたい乳がん－あなたを守る検診のすすめ －」（公益財団法人日本対がん協会）

毎年３月１日～３月８日までは「女性の健康週間」です。

乳がんは自分で発見できる数少ないがんです。早期発見のため月１回の自己検診を習慣づけましょう。
月経終了後、1 週間くらいの間に、閉経後の人は毎月、日を決めて行いましょう。
自己検診と並行して、必ず定期検診を受けましょう。

自己検診の
方法

1 2 3

4 5 6

7 8 9



2013.3 �

紀
美
野
町
出
身
の
お
二
人
の
方

が
出
演
さ
れ
ま
す
。

■
映
画
上
映
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

（
小
ホ
ー
ル
）

　

東ひ
が
し　

陽よ
う

一い
ち　

監
督

　

３
月
30
日
（
土
）

・
13
：
00
～　

東
監
督
ト
ー
ク

シ
ョ
ー

・
14
：
00
～　
『
絵
の
中
の
ぼ
く

の
村
』（
１
１
２
分
） 

・
16
：
15
～　
『
わ
た
し
の
グ
ラ

ン
パ
』（
１
１
３
分
）　

・
料
金　

５
０
０
円
（
１
日
券
）

■
ま
ん
が
家
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
大
会
議
室
）

　

助す
け

野の　

嘉よ
し

昭あ
き　

先
生

　

３
月
31
日
（
日
）

　

14
：
00
～

・
料
金　

無
料
（
要
入
場
整
理
券

（
先
着
１
０
０
名
））

・
そ
の
他

　

特
別
展
示
室
に
て
複
製
原
画

展
＆
ア
ニ
メ
の
上
映
を
行
い
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
４
０
‐
８
５
８
５　

和
歌

山
市
小
松
原
通
１
‐
１ 

和
歌

お
知
ら
せ
・
募
集

消
費
生
活
に
関
わ
る
問
い
合
わ

せ
・
苦
情
相
談
に
つ
い
て
、
消
費

生
活
相
談
員
に
よ
る
問
題
解
決
の

た
め
の
助
言
・
あ
っ
せ
ん
・
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
毎
月

第
２
・
４
木
曜
日
午
後
１
時
～
４

時
）

3
月
の
相
談
日

■
3
月
14
日
・
28
日
（
木
）

　

海
南
市
海
南
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
第
１
相
談
室

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
２
）

消
費
者
問
題
の

　
　
　
　

相
談
に
つ
い
て

平成25年度の国民年金保険料額と有利な前納割引制度
　平成 25 年度の国民年金保険料は、月額 15,040 円となります。毎月の保険料は、日本年金機構から毎年
4 月上旬に送られてくる 1 年分の「納付書」によって翌月の末日までに納めてください。
　納付の窓口は金融機関（ゆうちょ銀行を含む）またはコンビニエンスストアとなっています。またほとんどの
金融機関で口座振替（お申込み）もできます。

県
民
文
化
会
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

山
県
庁
文
化
国
際
課
内

　

和
歌
山
県
地
域
発
・
文
化
芸
術

創
造
発
信
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
事
業

実
行
委
員
会

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
０
５
０

　

FAX
０
７
３
‐
４
３
３
‐
１
１
９
２

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
で
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
毎
年
７

月
に
実
施
す
る
貴
志
川
の
大
掃
除

【
が
た
ろ
大
作
戦
】
に
ご
協
力
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
昨

年
で
20
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
き
れ
い
な
貴
志
川
を
守
る
こ

と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
当
委
員
会
で
は
、
毎
年

４
月
に
旧
唐
戸
瀬
橋
（
下
佐
々
）

の
対
岸
に
鯉
の
ぼ
り
を
吊
る
し
、

鯉
の
遊
泳
式
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
年
数
経
過
と
と
も
に

破
損
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
鯉
の
遊
泳
式
は
、
子
供
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
こ

の
清
流
貴
志
川
に
愛
着
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

ど
う
か
、
各
ご
家
庭
に
て
、
不

要
と
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
左
記

宛
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

　

総
務
学
事
課

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
０
）

　なお、平成 25 年度の一部納付（一部免除）の保険料月額は、4 分の３納付で 11,280 円、半額納付で 7,520
円、4 分の 1 納付で 3,760 円となっていますが、これについても前納制度が設けられています。
　口座振替で保険料の納付を希望する方は、役場または年金事務所にご相談ください。

【問い合わせ】　紀美野町役場・住民課　℡４８９－５９０３
　　　　　　　　　美里支所・住民室　℡４９５－３４６４

＊毎月納付（現　 金）
＊毎月納付翌月末振替　　 15,040 円× 12 ヵ月＝ 180,480 円　　　　　割引はありません　
　　　　　（口座振替）

前納すると保険料が割引されます
＊１ 年 前 納（現　　金）　　　　　　　　　　　 177,280 円　　　　　１年間で 3,200 円割引
＊６ ヵ 月 前 納（現　　金）　　89,510 円× 2 回＝ 179,020 円　　　　　１年間で 1,460 円割引
＊６ ヵ 月 前 納（口座振替）　　89,210 円× 2 回＝ 178,420 円　　　　　１年間で 2,060 円割引
＊毎月納付早割（口座振替）　　　　　　　　　　 毎月 50 円割引　　　　　１年間で　 600 円割引
　《口座振替の、平成 25 年度分・1 年前納と、４月分から９月分の６ヵ月前納については申込みを終了しています》

◇◇◇寄付のお願い◇◇◇
ご家庭で不要となった 鯉のぼり
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平成25年度
「きみのこども見守りボランティア」募集！

―　地域の子どもは、地域で守り育てる　―
〔活動内容〕

〔活動期間〕
〔登録申込〕

紀
美
野
町
国
民
健
康
保
険　

国

吉
診
療
所
・
長
谷
毛
原
診
療
所
に

お
け
る
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種　

看
護
助
手

■
賃　
　

金

　

日
額　

５
，８
０
０
円

■
保
険
制
度

　

厚
生
年
金
・
健
康
保
険
・
雇
用

保
険
・
公
務
災
害
補
償
有
り

■
募
集
人
員　

１
名

■
雇
用
条
件

　

平
成
25
年
３
月
１
日
現
在
、
18

才
以
上
の
方
で
診
療
業
務
の
助

手
が
出
来
る
方

■
雇
用
期
間

　

平
成
25
年
４
月
～
平
成
25
年
９

月
（
但
し
、
更
新
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

■
勤
務
日
時　

月
曜
日
～
金
曜
日

■
休　
　

日

　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
国
民
の
祝

日
■
勤
務
時
間  

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
勤
務
場
所　

国
吉
診
療
所
・
長

谷
毛
原
診
療
所

■
申
込
方
法　

履
歴
書
（
写
真
添

付
）
１
通
を
持
参
若
し
く
は
、

郵
送
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
尚
、
申
込
受
付
日
と
時
間

は
、
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら

金
曜
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
で
す
。

■
申
込
締
切

　

平
成
25
年
３
月
13
日
（
水
）

　

午
後
５
時
15
分
必
着
（
厳
守
）

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
等

　

申
込
受
付
締
切
後
、
申
込
者
に

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

■
申
込
先

　

紀
美
野
町
役
場　

住
民
課

　
（
〒
６
４
０
‐
１
１
９
２　

　

紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
地
）

■
問
合
せ
先

　

電
話　

０
７
３
‐
４
８
９
‐

５
９
０
３
（
住
民
課
直
通
）

■
職　

種　

機
能
訓
練
指
導
員

■
採
用
予
定
者
数　

１
名

■
応
募
資
格

　

看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
作
業

療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
・
柔
道

整
復
師
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

お
持
ち
の
方

■
年　

齢　

制
限
な
し　

■
勤
務
場
所

　

海
草
郡
紀
美
野
町
下
佐
々

１
４
０
８
番
地
７　

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
内

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
選
考
日　

随
時

■
勤
務
時
間

　

土
日
祝
祭
日
勤
務
可
能
な
人

■
待　
　

遇

・
給
与
月
額
は
、
職
務
経
験
等
を

考
慮
し
、
給
与
条
例
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
職
歴
加
算
を
考
慮

し
た
上
で
決
定
し
ま
す
。

・
通
勤
手
当
・
時
間
外
勤
務
手

当
・
期
末
勤
勉
手
当
・
退
職
金

制
度
・
昇
給
制
度
有

・
そ
の
他
手
当
は
当
組
合
条
例
に

準
じ
る
。

■
申
込
方
法

　

電
話
連
絡
の
う
え
、履
歴
書（
写

真
貼
付
）・
資
格
証
明
書（
写
し
）

持
参

■
問
合
せ
先

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
事
務
局　

℡ 

０
７
３
‐

４
８
９
‐
３
６
３
１

防衛省からのお知らせ

●お問い合せ先
　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　〒 649-0316　和歌山県有田市宮崎町 106 － 2
　TEL　0737 － 82 － 6631　070 － 6589 － 0326　E-MAIL：recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

募集種目 受付期間 応募資格（年齢）

一般幹部候補生 2 月 1 日（金）～ 4 月 26 日（金） 平成 26 年 4 月 1 日現在、20 歳以上 26 歳未満の者
（22 歳未満の者は大卒、修士の学位を受けた者は 28 歳未満まで）

予備自衛官補（一般） 1 月 9 日（水）～ 4 月 3 日（水） 平成 25 年 7 月 1 日現在、18 歳以上 34 歳未満の者

予備自衛官補（技能） 1 月 9 日（水）～ 4 月 3 日（水） 平成 25 年 7 月 1 日現在、18 歳以上 55 歳未満の者
（衛生、語学、整備、情報処理、通信、電気、建設の国家資格保有者）

※　応募資格その他、詳細についてはお問い合せ下さい。また、下記の日程で募集説明会を開催します。

【日時】平成 25 年 3 月 9 日（土）、10 日（日）　　【場所】有田募集案内所　　【時間】午前 10 時～午後 3 時

※登録していただいた方には、ボランティア活動保険への加入
とパトロール用ベスト等を配布させていただきます。

児童生徒の登下校時に、子どもたちに声かけや交通安
全指導を行うとともに、不審者などから子どもたちの
安全に気を配る。

（各自都合のつく時に活動して下さい。）
平成 25 年 4 月 1 日から平成 26 年 3 月 31 日まで
平成 25 年 3 月 15 日（金）（これ以後は随時登録）
までに紀美野町青少年センター（TEL489 － 5909）
へご連絡下さい。

機
能
訓
練
指
導
員
職
員
募
集

（
や
す
ら
ぎ
園
）
に
つ
い
て

臨
時
職
員
募
集
に
つ
い
て



３
月
の
天
文
教
室
「
作
っ
て
み
よ

う
！
簡
易
型
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」※百円ショップのゴミ箱を使ったプラ

ネタリウム（試作品）です。

今年、選手が使用したハチマキには
　　　　「輝」と「走魂」の文字が入っています。→　

2013.3 10

部
屋
の
天
井
に
四
季
の
星
座
を

映
す
簡
単
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
厚
紙
に
星

の
穴
を
開
け
る
だ
け
で
完
成
で
き

ま
す
。

■
日
時　

３
月
24
日
（
日
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
対
象　

小
学
生
以
上
先
着
20
人

■
参
加
費　

６
０
０
円
程
度
（
材

料
代
）

■
申
し
込
み　

要
予
約
（
３
月
２

日
よ
り
電
話
受
付
開
始
）

第
12
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
を
終
え
て
…

２
月
17
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

に
出
場
し
た
紀
美
野
町
代

表
チ
ー
ム
よ
り
、
大
岩
監

督
と
樋
瀬
大
輝
君
に
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
大
岩
勝
良
監
督
】

今
年
も
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

が
終
わ
り
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
沿
道
、
た
く
さ
ん
応
援
を

し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。監

督
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
12
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
を
通
し
て
、「
子

ど
も
達
に
何
か
を
伝
え
ら
れ
た
ら
」、「
紀
美
野
町

の
た
め
に
な
れ
た
ら
」
そ
う
い
う
思
い
で
毎
年
長

期
間
の
練
習
を
重
ね
、
大
会
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

目
標
に
し
て
い
た
５
年
連
続
入
賞
と
は
な
ら

ず
、結
果
は
10
位
で
悔
し
い
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、

今
年
も
紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
代
表
選
手
42
名

は
皆
そ
れ
ぞ
れ
輝
い
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
よ

く
頑
張
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
チ
ー
ム

は
、
伝
統
の
「
走
魂
」
を
受
け
継
ぎ
、
走
り
続
け

ま
す
。

町
中
で
走
っ
て
い
る
子
ど
も
達
を
お
見
か
け
の

際
は
、
温
か
い
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
樋
瀬
大
輝
キ
ャ
プ
テ
ン

　
　
　
　
　
　
　
（
野
上
中
学
校
３
年
）】

小
学
５
年
の
時
に
初
め
て
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
強

化
選
手
に
選
ば
れ
て
か
ら
５
年
目
の
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
と
な
り
ま
し
た
。僕
は
中
学
３
年
な
の
で
、

今
回
が
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
に
出
場
で
き
る
最
後
の

大
会
で
し
た
。
今
年
は
紀
美
野
町
の
キ
ャ
プ
テ

ン
と
10
区
ア
ン
カ
ー
を
大
岩
監
督
か
ら
任
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
順
位
で
タ
ス
キ
を
も
ら
っ
て
も
、

絶
対
８
位
ま
で
に
ゴ
ー
ル
す
る
」
こ
れ
し
か
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

チ
ー
ム
の
結
果
は
10
位
で
、
走
り
終
わ
っ
た

後
は
悔
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
僕

自
身
の
区
間
タ
イ
ム
は
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
、
僕
は
持
っ
て
る
力
を
全
て
出

し
切
り
ま
し
た
。　
　

こ
の
５
年
間
を
振
り
返
る
と
「
感
謝
」
の
言

葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
熱
心
に
指
導
し
て
く
れ

た
監
督
・
コ
ー
チ
・
学
校
の
先
生
、
全
て
の
面

で
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
そ
し
て
一
緒
に
走
っ

た
先
輩
、
後
輩
。
全
て
の
人
か
ら
た
く
さ
ん
の

事
を
学
び
、大
き
く
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
か
ら
は
僕
が
紀
美
野
町
の
サ
ポ
ー
ト
を

で
き
る
よ
う
に
、
練
習
に
も
参
加
し
た
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
紀
美
野
町
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
来
年
の
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
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■
中
央
公
民
館

　

6
日　

あ
や
と
り
を
し
よ
う

　

13
日　

お
は
な
し
会

　

20
日　

お
休
み

　

27
日　

竹
馬
で
あ
そ
ぼ
う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

6
日　

お
は
な
し
会

　

13
日　

手
作
り
絵
本

　

20
日　

お
休
み

　

27
日　

手
作
り
絵
本

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

（
敬
称
略
）

【
百
冊
】

　
　

九
十
九
み
ん
と
（
神
野
保
）

　
　

九
十
九
ば
に
ら（
下
小
１
年
）

【
二
百
冊
】

　
　

藤
井
春
香
（
野
小
５
年
）

【
三
百
冊
】

　
　

二
川
裕
理
（
野
小
２
年
）

【
四
百
冊
】

　
　

田
渕
綾
乃
（
野
小
１
年
）

図
書
室
だ
よ
り

■
日
時　

毎
月
第
一
日
曜
日　

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分
（
初
回

４
月
７
日
）

■
講
師　

東　

伊
津
子
先
生

■
定
員　

10
名
程
度

■
参
加
費　

材
料
代

タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
布
や
タ

オ
ル
に
、
刺
繍
ミ
シ
ン
を
使
っ
て

簡
単
な
刺
繍
を
入
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
作
品
を
作
り
ま
す
。ま
た
、ニ
ッ

ト
生
地
を
使
っ
た
簡
単
な
服
も
作

り
ま
す
。
ミ
シ
ン
の
で
き
な
い
方

で
も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。手

作
り
の
良
さ
に
ふ
れ
な
が

ら
、
仲
間
と
の
親
睦
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

志
賀
野
地
区
公
民
館

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
変
更

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
・
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

■
休
館
日

・
月
曜
日
及
び
火
曜
日

・
12
月
29
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３

日
ま
で
の
日

講
座
受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

志
賀
野
地
区
公
民
館
新
講
座

「
ミ
シ
ン
刺
繍
講
座
」
開
講

た
だ
い
ま
「
紀
美
野
写
真
ク
ラ

ブ
」
の
皆
さ
ま
の
見
ご
た
え
あ
る

作
品
11
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
い
て
、
展
示
ケ
ー

ス
内
に
は
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
の
皆

さ
ま
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

４
月
中
旬
に
は
文
化
協
会
展
の

た
め
展
示
替
え
と
な
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
に
お
越
し
の
際

は
、
ぜ
ひ
２
階
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
へ
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
作
品
展
示

（
中
央
公
民
館
２
階
）

■
新
刊
紹
介

※
新
刊
よ
り
一
部
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

【
中
央
公
民
館
】

「
こ
の
あ
か
い
え
ほ
ん
を
ひ
ら
い

た
ら
」

　
　
　
　

ス
ー
ジ
ー
・
リ
ー
・
著

　

赤
い
絵
本
を
開
く
と
、
て
ん
と

う
虫
が
い
た
。
て
ん
と
う
虫
が
開

こ
う
と
し
て
い
る
小
さ
な
緑
の
絵

本
を
開
く
と
、
だ
い
だ
い
色
の
絵

本
を
持
っ
た
か
え
る
が
。
さ
ら
に

小
さ
な
だ
い
だ
い
色
の
絵
本
を
開

く
と
…
。
こ
ん
が
ら
が
っ
た
世
界

が
広
が
る
し
か
け
絵
本
。

「
幕
が
上
が
る
」

　
　
　
　
　
　

平
田
オ
リ
ザ
・
著

「
新
幹
線
お
掃
除
の
天
使
た
ち
」

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

功
・
著

「
日
本
人
が
９
割
間
違
え
る
日
本

語
」　　
　
　
　

本
郷
陽
二
・
著

「
謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
で

　

３
」　　
　
　

東
川
篤
也
・
著

「
ト
ク
す
る
冷
蔵
庫
ス
ッ
キ
リ
活

用
術
」　　
　

島
本
美
由
紀
・
著

「
ど
う
ぶ
つ
え
ん
の
お
ふ
ろ
や
さ

ん
」　　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ
・
著

「
ま
ん
が　

よ
く
つ
か
う
言
葉『
慣

用
句
』
辞
典
」
よ
だ
ひ
で
き
・
著

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
推
理
フ
ァ
イ
ル

農
業
と
漁
業
の
な
ぞ
」

　
　
　
　
　
　
　

青
山
剛
昌
・
著

「
ば
け
れ
ん
ぼ
」　

広
瀬
克
也
・
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
旅
猫
リ
ポ
ー
ト
」

　
　
　
　
　
　
　

有
川　

浩
・
著

　
「
さ
あ
、
行
こ
う
。
こ
れ
は
僕

ら
の
最
後
の
旅
だ
」
秘
密
を
抱
い

た
青
年
と
１
匹
の
相
棒
が
見
る
美

し
い
景
色
、
出
会
う
懐
か
し
い

人
々
。
そ
の
旅
の
行
方
は
…
。
現

代
最
強
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
に

よ
る
、
青
年
と
猫
の
ロ
ー
ド
ノ
ベ

ル
。

「
何
者
」　　
　

朝
井
リ
ョ
ウ
・
著

「
恋
し
の
ぶ
」　　

鳥
羽　

亮
・
著

「
ち
ょ
っ
と
早
め
の
老
い
支
度
」

　
　
　
　
　
　
　

岸
本
葉
子
・
著

「
冷
え
と
り
薬
膳
レ
シ
ピ
」

　
　
　
　
　
　

新
開
ミ
ヤ
子
・
著

「
か
わ
い
い
マ
カ
ロ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　

本
橋
雅
人
・
著

「
弁
当
づ
く
り
で
身
に
つ
く
力
」

　
　
　
　
　
　
　

竹
下
和
男
・
著

「
あ
り
が
と
う
３
組
」

　
　
　
　
　
　
　

乙
武
洋
匡
・
著

「
い
ろ
ん
な
こ
そ
だ
て
ず
か
ん
」

　
　
　
　
　
　
　

平
田
昌
広
・
著

「
お
っ
と
ど
っ
こ
い
し
ゃ
も
じ
ろ

う
」　　
　
　
　

市
居
み
か
・
著

「
さ
か
さ
ん
ぼ
の
日
」

　
　
　

ル
ー
ス
・
ク
ラ
ウ
ス
・
著

「
う
ど
ん
作
っ
た
よ
♪
太
さ
は

ち
が
っ
た
け
ど
、
自
分
で
小

麦
粉
か
ら
作
っ
た
う
ど
ん
は
、

と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
家
で
も
、
作
っ
て
あ
げ

た
い
な
☆
☆
」

施
設
休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

■
利
用
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
。
み
さ
と
ホ
ー
ル
使

用
時
は
、
午
前
９
時
～
午
後
10

時
ま
で
。

※
図
書
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
夜

及
び
休
館
日
は
玄
関
前
設
置
の

返
却
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

文
化
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
課

　【
紀
美
野
町
自
然
体
験
世
代

　
　
　
　
　
　

交
流
セ
ン
タ
ー
】

■
休
館
日

・
月
曜
日
及
び
火
曜
日

・
12
月
29
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３

日
ま
で
の
日

■
利
用
時
間　

午
後
１
時
～
５

時
、
午
後
６
時
30
分
～
10
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

自
然
体
験
世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
課



折り紙の「きいちゃん」
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─
わ
が
町
サ
ー
ク
ル
─
「
美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
八
十

大
正
時
代
の自動

車
の
運
転
免
許

国
体
マ
ス
コ
ッ
ト
「
き
い
ち
ゃ

ん
」
の
折
り
紙
を
折
ろ
う
！

紀
美
野
町
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ほ
ん
の

森
」
は
今
回
、
和
歌
山
お
り
が
み

の
会
の
宮
土
さ
ん
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
、国
体
マ
ス
コ
ッ
ト
の「
き

い
ち
ゃ
ん
」
や
笛
ペ
ン
ギ
ン
な
ど

の
本
格
的
で
楽
し
い
折
り
紙
教
室

と
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
宮

土
さ
ん
は
２
０
１
５
年
開
催
の
わ

か
や
ま
国
体
の
「
き
い
ち
ゃ
ん
折

り
紙
」
を
考
案
さ
れ
た
方
で
す
。

親
子
や
ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
も
楽
し
み
に
、
中
央
公
民
館
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～（
約
１
時
間
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

現
在
、
自
動
車
は
各
家
庭
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
人
に
一
台
、

い
や
そ
れ
以
上
に
あ
り
生
活
の
上

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
需
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
学
校
も
整
備
さ
れ
て
い

て
、
免
許
制
度
も
確
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
大
正
後
期
の
美
里

に
お
い
て
は
自
動
車
を
運
転
す
る

人
は
ま
だ
ま
だ
珍
し
い
時
代
で
し

た
。そ

の
頃
は
今
の
様
な
整
備
さ
れ

た
試
験
場
な
ど
な
く
、
年
に
一
回

12
月
に
試
験
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ

イ
ラ
ー
の
検
査
技
師
が
試
験
官

で
、
試
験
内
容
は
、
学
科
と
実
技

が
あ
っ
て
、
学
科
は
構
造
と
交
通

ル
ー
ル
、
実
技
は
、
和
歌
山
城
の

砂
の
丸
広
場
に
ロ
ー
プ
を
張
っ
て

行
い
、
郊
外
運
転
は
砂
の
丸
広
場

か
ら
中
之
島
を
経
て
県
庁
ま
で
行

き
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
も
、
今
ほ
ど
厳
し

く
な
く
、
車
の
数
も
少
な
い
時
代

で
す
。
免
許
の
有
効
期
間
は
５
年

間
で
、
甲
種
免
許
と
乙
種
免
許
の

２
種
類
あ
り
、
甲
種
免
許
は
ど
の

よ
う
な
車
種
で
も
運
転
で
き
ま
し

た
が
乙
種
免
許
は
特
定
自
動
車
や

特
殊
自
動
車
な
ど
に
限
り
ま
し

た
。免

許
証
は
紙
製
で
甲
種
は
三
つ

折
り
、乙
種
は
二
つ
折
り
で
し
た
。

自
分
の
車
を
持
っ
て
も
故
障
し
た

と
き
修
理
屋
が
無
く
、
自
分
で
勉

強
し
て
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
で
し
た
。

■活動場所　下神野小学校グラウンド
■活 動 日　土・日曜日・祝日
　　　　　　午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
■連 絡 先　美里スポーツ少年団会長
　　　　　　　　中前貴康（℡ 495 ‐ 2275）

あ
な
た
の
コ
コ
ロ
と
つ
な
が
り

た
い
。
モ
ヤ
モ
ヤ
・
イ
ラ
イ
ラ
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
友
人
、
恋
人
、

家
族
な
ど
身
近
な
誰
か
に
相
談
で

き
る
と
い
い
で
す
よ
ね
。
で
も
、

実
際
は
そ
れ
が
で
き
な
い
、
で
き

に
く
い
…

誰
か
に
相
談
す
る
と
い
う
よ
り

も
、
ま
ず
、
話
を
す
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

■
電
話
相
談　

月
～
金
曜
日　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

若
者
総
合
相
談
窓
口

W
ith you

（
ウ
ィ
ズ
・
ユ
ー
）

野
球
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
時
に
は
厳

し
く
つ
ら
い
と
き
も
あ
り
ま
す

が
、
が
む
し
ゃ
ら
野
球
を
掲
げ
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ベ
を
一
つ

ひ
と
つ
乗
り
越
え
成
長
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
下
神
野
小
学
校
と

小
川
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
16
人

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
み
な
さ
ん
！
「
土
・

日
が
な
く
な
る
」、「
お
手
伝
い
が

大
変
！
」と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

大
丈
夫
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
子
ど

も
は
練
習
や
試
合
が
あ
り
ま
す

が
、
お
手
伝
い
は
、
み
ん
な
で
協

力
し
合
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
野

球
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
お
互
い

が
協
力
し
助
け
合
う
心
を
育
み
な

が
ら
、
最
高
の
チ
ー
ム
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
培
っ
た
こ
と
は
、
将
来

に
き
っ
と
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

体
験
入
団
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
子
ど
も
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

一
度
、
美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容

　

①
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

②
折
り
紙
教
室
（
国
体
マ
ス

コ
ッ
ト
「
き
い
ち
ゃ
ん
」、
鯉

の
ぼ
り
の
入
れ
物
、
笛
ペ
ン
ギ

ン
、　

宙
返
り
馬
を
折
り
ま
す
。

※
毎
月
第
三
土
曜
日
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
中
央
公
民
館
で
『
読

み
き
か
せ
＋
文
化
的
な
催
し

等
』
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
イ
ベ
ン
ト

を
続
け
て
行
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
、
ご
参
加
、
ご
照
会
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
（
℡
４
２
８
‐
０
８
７
４
）

■
メ
ー
ル
相
談
：
24
時
間
受
付

（http://w
ith-you-w

akayam
a.jp

）

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
相
談
：
24
時
間
受
付

　
（fax

４
２
８
‐
０
８
８
０
）

※
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
ご
相
談

は
、
返
信
ま
で
に
数
日
を
要
す

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
事
業
受
託　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ

リ
ア
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
協

会
■
和
歌
山
県　

青
少
年
・
男
女

共
同
参
画
課
（
℡
４
４
１
‐

２
５
５
５
）
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歌 

の 

小 

道

頭ず

の
上
を
盆
の
ゆ
き
か
ふ
大だ
い

根こ

焚だ
き　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

川
ひ
と
つ
挟
み
て
野
火
の
熱
気
か
な　
　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

建
前
の
部
屋
積
み
重
ね
揚あ
げ

雲ひ
ば
り雀　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

悴か
じ
かみ
て
ポ
ス
ト
に
手
首
ま
で
入
れ
る　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

成
人
の
日
の
華
や
げ
る
過
疎
の
町　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

鴨
の
陣
策
練
る
さ
ま
に
動
か
ざ
る　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

着
飾
つ
て
無
口
と
な
り
ぬ
初
詣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
庭
武
彦

寒
林
に
透
け
て
天
守
の
白
き
壁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

哲
夫

訃
報
受
け
写
経
一
巻
冬
座
敷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

独
楽
回
し
幼
き
頃
の
技
を
見
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
幸
恵

孫
帰
る
嬉
し
き
日
々
は
束
の
間
の

　
　
　
　
　

送
る
姿
の
胸
は
苦
し
き　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
喜
代

義は

母は

お
も
う
ゆ
え
に
息
子
は
名
の
ら
ず
と
う

　
　
　
　
　

夕
焼
け
空
が
に
じ
み
て
お
り
ぬ　
　
　
　

竹
本
セ
ツ
子

　
　
　
　
　
　
　
（
舞
鶴
港
・
岸
壁
の
母
）

大
き
い
鐘
力
を
こ
め
て
打
ち
鳴
ら
し

　
　
　
　
　

今
年
の
無
事
を
と
山
に
向
か
え
り　
　
　
　

段
木
幸
代

久
々
の
赤
楽ら

焼く

黒
楽ら

焼く

て
の
ひ
ら
に

　
　
　
　
　

二
人
正
月
五
日
過
ぎ
た
り　
　
　
　
　
　
　

山
本
綾
子

柊
の
小
花
に
そ
そ
ぐ
雨
細
し

　
　
　
　
　

霜
月
尽じ
ん

日じ
つ

日
の
逝
く
早
し　
　
　
　
　
　
　

吉
村
紀
子

口
ず
さ
む
復
興
の
歌
「
花
は
咲
く
」

　
　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
応
援
歌
な
り　
　
　
　

中
道
と
し
み

千
両
の
赤
き
実
と
迎
う
お
正
月

　
　
　
　
　

明
け
て
九き
ゅ
う
じ
ゅ
う

十
歳
百
ま
で
生
き
る　
　
　
　
　

椎
山
初
子

凛
と
し
て
寒
さ
に
耐
え
し
白
梅
の

　
　
　
　
　

つ
ぼ
み
ふ
く
ら
む
大
寒
の
朝　
　
　
　
　
　

横
出
圭
子

夕
光
の
た
ゆ
た
う
空
に
ま
た
あ
し
た

　
　
　
　
　

夢
を
預
け
て
家
路
に
向
う　
　
　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

この４月から、実家のある愛知県豊橋市の学芸
員に転出したいと思います。17 年間、どうもあ
りがとうございました。最初の頃は、まさに天職、
当時国内最大口径の公開望遠鏡を活かして、イン
ターネット天文台として注目を集めることができ
ました。
その後、スタッフも徐々に代わり、行政の一部
門でもありますから、辛い時代もありました。逆
境に逆らうため、地域のみなさんと連携し、国の
補助金も取りに行って、それが結果的には、小柴
昌俊科学教育賞等につながるなど、多くの成果も
生みだすことができました。
最近では、文化センターのみさとホールを、もっ
と使っていただこうと、様々なコンサートを進め
てきたところです。超高音質ですから、運用方法
によっては世界的なホールになれるでしょう。
とりあえず「ひと仕事、終えたかな。」とも思い
ます。気分を新たに、子どもの頃から通った施設に、
みさと天文台での経験を活かして貢献し、　

日本全体で天文と科学
で盛り上がれるよう、努
力してゆきたいと思いま
す。

本校では一人一人が知恵を出し合い、よりよい学
校作りを目指して、生徒会を中心に学校生活の充実
や改善 ･向上を図っています。
取り組んでいることの中からいくつか紹介しま
す。
１つ目はあいさつ運動です。毎週曜日と時間を決
め、執行部と各委員会が行っています。朝練習もあ
りますので時間を 7時 20 分からと 8時 5分から
の二段階に分けています。
２つ目は、ペットボトルキャップ回収です。地域
の方々の協力もあり、この 1年で 16万個集めるこ
とができました。毎週金曜日に回収し集計していま
す。
３つ目は自分たちで作る体育祭です。執行部、体
育委員、各ブロック長を中心に計画、練習指導等を
行っています。毎日のブロック長会議で１日の反省
や課題、解決方法を話し合い、次の日の練習に生か
します。今後も自分たちで課題を見つけ、力を合わ
せて解決し、野上中学校は自分たちで作るんだとい

う意識を高め
ていきたいと
思います。

天文台だより
みさと卒業宣言

豊増伸治（主任研究員）

学校だより
生徒の工夫で育つ生徒会活動

紀美野町立野上中学校

歌　

の　

小　

道

※天文台友の会のマスコット、
レオくんの着ぐるみ姿で講演す
ることもしばしば。楽しい思い
出です。
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平
成
25
年
３
月
１
日
（
金
）
か

ら
７
日
（
木
）
ま
で
の
７
日
間
に

わ
た
り
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火

災
予
防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
る
こ
と
に
よ
り
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の

発
生
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
住
民
一
人
ひ
と

り
が
こ
の
運
動
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
日
頃
か
ら
身
近
な
家
庭
、
地

域
、
職
場
等
に
お
い
て
防
火
を
心

掛
け
る
こ
と
が
、
火
災
か
ら
あ
な

た
を
守
る
近
道
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
又
、「
春

の
火
災
予
防
運
動
」
の
最
終
日
に

あ
た
る
、
３
月
７
日
は
『
消
防
記

念
日
』
で
す
。
次
に
揚
げ
る
「
火

の
用
心
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
特

に
留
意
し
、
火
災
の
発
生
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

②
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
」

1月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 54（２） 54（２）
一 般 負 傷 7（　） 7（　）
交 通 事 故 3（　） 3（　）
そ の 他 3（　） 3（　）
合 計 67（２） 67（２）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

国
内
に
お
け
る
林
野
火
災
は
、

例
年
春
先
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
春
先
に
林
野
火
災
が
多
い
の

は
、
枯
草
が
地
上
に
積
も
り
、
下

草
も
枯
れ
て
い
る
う
え
、
降
水
量

が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
季

節
風
が
吹
く
な
ど
林
野
火
災
が
発

生
し
や
す
い
気
象
条
件
と
な
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
、
山
菜
採
り
や
森

林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ

り
入
山
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

林
野
火
災
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
、
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取

扱
い
の
不
注
意
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

を
し
な
い
こ
と

・
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ

の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完

全
に
消
火
す
る
こ
と

・
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

・
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必

ず
受
け
る
こ
と

・
タ
バ
コ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所

で
喫
煙
し
、
吸
殻
は
必
ず
消
す

と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ

と
・
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と

・
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周

囲
の
可
燃
物
の
状
況
に
十
分
注

意
す
る
と
と
も
に
、
消
火
用
の

平
成
25
年

　
　

春
の
火
災
予
防
運
動

■
講
習
内
容

　

（1）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

（2）
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

（3）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

　

警
防
課
ま
で

　
（
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
又
、
現
在
修

了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を

迎
え
る
方
は
、
再
講
習
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

林
野
火
災
を
防
ご
う
！

水
等
を
必
ず
用
意
す
る
こ
と

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ

け
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
災
害

な
の
で
す
。
林
野
火
災
防
止
の
た

め
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

て
を
し
な
い

③
揚
げ
も
の
を
す
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
は
な
れ
な
い

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い

⑤
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
4
月
7
日（
日
）

で
す
。
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３月は卒業（園）シーズン。町内でも８日の中学校を皮切
りに、小学校、保育所でそれぞれ卒業（園）式が行われ、多
くの方々が巣立たれます。４月から新しい学び舎で、希望を
胸にがんばって下さい。

また、17（日）には春の風物詩「生石高原山焼き」が行わ
れます。雄大な山焼きを一目見ようと多くの観光客でにぎわ
うことでしょう。ただ、過去２年悪天候のため中止となって
おり、好天を祈るばかりです。

町民カレンダー

　弥生 3 月、いよいよ草木が生い茂る季節になります。昔
から「春は苦い物を食べよ」と言われています。苦味のあ
る食材は色々ありますが、春になると店頭に里の風物詩の
如く並ぶ苦味のある山菜は、ミネラルやポリフェノールな
ど、細胞を活性化させる成分が多く含まれており、冬から
春へと体も活動する為の準備を始めるこの時期にふさわし
い食材なのかもしれません。
　何種類かある山菜の中でも、今回は「蕗」を使った料理
をご紹介します。

蕗
ふき

のおひたしの作り方
（材料）4 人分
蕗　４～５本・削り節　適宜・塩　適宜
だし割り醤油　だし　　2 カップ ・ 味醂 小さじ１
　　　　　　　薄口醤油　大さじ　1/2 ・ 酒　 小さじ１

（作り方）
１．（生の蕗であれば先ずアク抜きをします）
　　アク抜きの方法と下処理
　（１）蕗は葉の部分を切り落とします。
　（２）蕗を切らなくても良いくらいの大きな鍋にたっぷり

のお湯を沸かします。

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口………… 10,318 人
　男　………… 4,790 人
　女　………… 5,528 人
世帯数………… 4,573 世帯

（平成25年1月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第33回）
　　＊蕗を短く切ってしまうとアク抜きの後で「皮むき」

に手間取るので、出来るだけ長いままにしておきま
しょう。

　（３）お湯が沸くまでの間に、蕗を流水で洗い、まな板の
上に並べ塩をひとつかみ振りかけ、両手のひらで並べ
た蕗をごろごろ転がします（この作業を「板ずり」と
言います）。塩がまんべんなくなじむまで板ずりをして
おくと、蕗の緑が色鮮やかに茹であがります。

　（４）お湯が沸いたら、塩がついたままの蕗を鍋に入れて、
蕗の緑が色鮮やかになるまで約３分茹でます。

　（５）茹で上がった蕗をたっぷりの水にさらし、太い方の
端から薄皮をつまみ、まっすぐに引っ張って皮をむき
ます。このようにして周囲の皮を全部むきます。

２．だし割り醤油の材料を合わせて火にかけ、沸騰したら
冷ましてバットに入れ、下処理をした蕗の水気を切っ
て浸し、冷蔵庫に入れて１時間以上おいて味を含ませ
ます。

３．食べる時に蕗を４～５㎝の長さに切って器に盛り、浸
しておいただし割り醤油を少々かけ、削り節をのせま
す。

＊シンプルな調理ですが、蕗の香り、歯触り、色がすべて
楽しめます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業課より

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）

5 日（火） 9:00 ～ 紀美野町議会（第 1 回定例会）開会 役場議場 議会事務局 489-5914
7 日（木） 移動町長室【21 日 ( 木 )】 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471
〃 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【10 日 ( 日 )・24 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

8 日（金） 町内各中学校卒業式 総務学事課 489-5910
17 日（日） 9:00 ～ パークゴルフチャンピオン大会 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915

〃 9:30 ～ 生石高原山焼き【予備日 20 日 ( 祝）・24 日 ( 日 )】 産業課 489-5901
19 日（火） 町内各小学校卒業式 総務学事課 489-5910
20 日（水・祝） 10:00 ～ WAW フェスタ in スプリング 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
21 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
24 日（日） 14:00 ～ 天文教室 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
27 日（水） 野上第一、野上第二保育所卒園式 保健福祉課 489-9960
28 日（木） 神野、毛原保育所卒園式 保健福祉課 489-9960
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●日　　時　平成２５年３月 17 日（日）
　　　　　　9：30 ～ 15：00
　（3 月 17 日（日）が悪天候の場合は 3 月 20 日（祝）に延期）
　（3 月 20 日（祝）も悪天候の場合は 3 月 24 日（日）に再延期）
●場　　所　生石高原笠石を中心とするススキ草原区域
●行事内容
　開会式（開会・来賓の挨拶） ……… 9：30 ～
　山焼き（ススキ草原 95,000㎡）…10：00 ～ 14：10
　太鼓演奏（清流太鼓 かなや伝々）…10：00 ～ 10：15
　ぜんざいコーナー（有料）…11：00 ～（無くなり次第終了）
●実施団体　
　　主催：紀美野町・有田川町
　　後援：和歌山県
　　協力：紀美野町小川地区、有田川町生石区
　　　　　紀美野町消防団、有田川町消防団
お問い合わせ

紀美野町産業課　℡　073-489-2430（代表）
　　　　　　　　℡　073-489-5901（直通）

生石高原山焼きのお知らせ

２
月
17
日
（
日
）
に
紀
三
井
寺

～
和
歌
山
県
庁
間
で
第
12
回
市
町

村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら
２
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
10
区
間
21
・
１
㎞

の
コ
ー
ス
を
小
学
生
４
人
、
中
学

生
６
人
が
選
手
総
勢
42
名
の
思
い

を
込
め
た
「
タ
ス
キ
」
を
つ
な
ぎ

ま
し
た
。

惜
し
く
も
５
年
連
続
の
入
賞
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
出
場

42
チ
ー
ム
中
、
Ａ
チ
ー
ム
は
10
位

に
、
Ｂ
チ
ー
ム
は
34
位
に
入
り
ま

し
た
。

な
お
、
第
９
区
を
走
っ
た
東
山

乃
重
瑠
君
（
野
上
小
・
６
年
）
が

区
間
新
記
録
６
分
27
秒
で
の
力
走

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

以
下
は
力
走
し
て
く
れ
た
各
区

間
の
選
手
で
す
。

【
Ａ
チ
ー
ム
】

■
１
区　

前
久
保
雄
貴
（
野
上
中

学
校
２
年
）
■
２
区　

田
伏
菜
央

（
野
上
中
学
校
１
年
）
■
３
区　

坂
口
美
瑠（
下
神
野
小
学
校
６
年
）

■
４
区　

吉
村
耀
璃
（
野
上
中
学

校
１
年
）■
５
区　

樋
瀬
光
稀（
野

上
中
学
校
１
年
）
■
６
区　

森
谷

澄
花
（
下
神
野
小
学
校
６
年
）

■
７
区　

水
越　

陸
（
野
上
小
学

校
６
年
）■
８
区　

赤
阪
怜
美（
野

上
中
学
校
２
年
）
■
９
区　

竹
内

郁
真
（
下
神
野
小
学
校
６
年
）

■
10
区　

樋
瀬
大
輝
（
野
上
中
学

校
３
年
）

【
Ｂ
チ
ー
ム
】

■
１
区　

林
口
尭
司
（
野
上
中
学

校
２
年
）■
２
区　

井
関
汐
里（
野

上
中
学
校
２
年
）
■
３
区　

前
久

保
美
優
（
下
神
野
小
学
校
６
年
）

■
４
区　

中
西
秋
音
（
野
上
中
学

校
２
年
）■
５
区　

西
田
孟
留（
野

上
中
学
校
２
年
）
■
６
区　

鈴
木
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回
市
町
村
対
抗
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ュ
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ア
駅
伝
競
走
大
会

ゴールする樋瀬大輝選手（県庁前）

　今年の生石高原山焼きを、下記のとおり実施します。
　山頂笠石周辺に観光客のための観覧場所を設けてお
りますので、是非ご来場下さい。

大
健
闘
‼ 


